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⌠₮₈Ὸ⁮‾ ῃ ∞╒⌂ 
 3 月 11 日に発生した東日本大震災は、岩手、宮城、福

島など東北地方を中心に、地震と津波による甚大な被害

をもたらしました。4 月 5 日現在、犠牲者は死者12,431名、

行方不明者 15,153名と阪神大震災(96 年)を上回る最悪

の大災害となりました。しかも津波によって家族ごと行方不

明になっているケースもあり、被害の全貌はなお明らかに

なっていません。 

 さらにこの大地震に起因して発生した福島第一原子力

発電所の事故は、外部電源、緊急電源がすべて失われ

たため、緊急停止した原子炉の冷却が進まず、3 基の原

子炉が燃料棒の一部溶融を起こし、使用済み燃料が再加

熱して火災が発生するなど、放射能災害の危険をともなう

重大な事故に発展しました。関係者の必死の復旧作業が

続いていますが、事態はなお予断を許しません。 

 大災害に対して、日本中の人々が胸を痛め、「何か自分

にできることはないか」と、募金活動やボランティア活動に

取り組んだり、またそれぞれの得意分野で貢献をしようと

動き出しています。私たちも、旅行や留学を通じた日常業

務を通じて、この大災害からの復興の仕事に合流したいと

思います。 

 地震の発生直後から、世界130 か国以上の国が何らか

の形で日本への救援を行い、各国で多くの人々が日本の

ために祈り、チャリティや募金活動を行なうなど、激励の声

を届けてくれています。大災害にもかかわらず、多くの日

本人がきわめて冷静かつ勇敢に行動し、互いに助け合っ

てこの難局を乗り越えようとしている姿は、世界中の人々

から賞賛をもって見つめられています。私たちJICにも、ロ

シアをはじめウクライナ、ベラルーシ、カザフスタンなど、

50社以上の取引先や友人たちから見舞いと激励のメール

が届きました。私たちも地震災害の実相と復旧にむけた日

本の取組みを尐しでも正確に知ってもらいたいと、震災直

後からロシア語緊急マルマガを発信し、ロシア語圏の友人

たちに送り続けています。 

 日ロ交流の分野では、ロシア文化フェスティバル組織委

員会の呼びかけにより、7月 7日に千葉市において「ピャト

ニツキイ・ロシア民族合唱団」によるチャリティコンサートが、

日ロ協会、日ロ交流協会、日本対文協、国際親善交流セ

ンターの共催により開催されます。コンサートの収益金お

よび募金はすべて、被災地の復興支援に寄付されます。

皆様のご協力を是非ともお願いいたします。 

 以下は、ロシア日本協会から震災2 日後の 3 月 13日に

届いたメール（抄訳）です。 
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 今回の大悲劇の犠牲者の方々に心から哀悼の意を表

明します。JICおよびJICの身近な方々は全員ご無事でし

ょうか。大変心配しております。東京が受けたダメージは

東北地方と比べてずっと尐ないと聞いておりますが、それ

でも念のため無事である事をお知らせ下さい。 

 この未曾有の大震災に冷静かつ勇敢に立ち向かう日本

の人々に対して誇らしい感情さえ覚えてしまいます。この

悪夢が一刻も早く終わりを迎え、平和な生活が1 日も早く

もどってくるように、祈っています。 

 旅行業はしばらくの間、大変困難な時期を迎えますが、

危機を乗り越えて、一緒に日露間の旅行交流の復興に力

を尽くしたいと考えております。私たちの信頼すべきパート

ナーであるJIC に心をこめて！ 

ロシア日本協会  

I・ロマネンコ（理事長）、E・クルチーナ（事務局長） 

 

 

 
 

日時；7 月 7 日（木）18:30開場、19:00開演 

会場；京葉銀行文化プラザ音楽ホール（千葉駅前） 

特別料金；1000円（救援募金箱設置） 

芸術監督；アレクサンドラ・ペルミャコワ 

指揮；ニコライ・ガヴリロフ 

プログラム；母なるロシア、カチューシャ、さくら、陽気なお

しゃべり、ポーリュシュカ・ポーレなど、全30 曲。ピャトニツ

キイ・ロシア民族合唱団は、創立100 年の歴史を誇るロシ

アでもっとも実力と人気を備えた合唱団。美しいハーモニ

ーとともに、ロシアの伝統舞踊や

民族楽器の演奏をお楽しみ下さ

い。 

主催；ロシア文化フェスティバル日

本組織委員会、日ロ協会、日ロ交

流協会、日ロ文化交流センター、

日本対外文化協会、国際親善交

流センター 

 

チケットのお求めは、JIC国際親善交流センターまで 

TEL; 03- 3355- 7294 FAX; 03- 3355- 7289   

E- mail; jictokyo@jic- web.co.jp 
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今日は「文化」という、とらえどころのないテーマを取り上

げました。文化というのは様々な分野について言われます

ね。言語文化、政治文化、経済文化、コミュニケーション

文化、あるいは生活文化、といった具合です。文化を扱う

上で、その概念規定が難しいのは、範囲が非常に広いと

いうことです。何が文化かと問われても、芸術や美術もあ

れば、社会の習慣もあるし、生活文化も入っています。私

は、こうしたことすべてを含めて文化ととらえたいと思いま

す。 

私の専門は演劇です。とくにロシア演劇と、ヨーロッパあ

るいは日本の演劇とを比較して、研究しています。私は、

文化というのは外国を研究する上で、非常に大切なポイン

トだと思っています。 

「国や人種を超えて私たちは分かり合える」、あるいは

「分かり合えなくてはいけない」、よくこういう意見が聞かれ

ます。理想としては非常に素晴らしいことで、実現すれば

いいと思いますが、そのために何をしなければならないか

というと、私たちと私たちの外の世界の人たちとははっきり

違うということをまず認識する必要があると思います。この

違いを認識しない限りお互いに分かり合えないと思うので

す。違いを認識した上で、グローバルな視点から一緒に

何かをしていこう、あるいはそれぞれの文化を継承して発

展させていこうというのであればいいでしょう。しかし、残念

ながら、日本は約150 年前に開国して以来、まだ考え方

が根本的に変わっていないと思うのです。何でもかんでも

外のものを受け入れようとか、あるいは最近は逆にこちら

側から一方的に発信しようといった動きが見られるのです

が、本当に他者を理解しているのかどうかという肝心なとこ

ろでは、クエッションマークがたくさんつくと思います。この

百年間、日本人の世界認識はあまり変わっていないので

はないでしょうか。 

では、どうしたら文化というものに接近し理解することが

できるようになるのか。これはもう自分から主体的に文化に

関わっていくことしかない。皆さんはロシア語を勉強されて

いますよね。ロシアに行ったことのある方も多いと思います。

どのような形でもいいですから、外の世界を知るというのが

まず最初のスタートです。今日はセミナーですから、皆さ

んの話も聞きながら、あるいはロシア人の方もいらしている

ので、後ほどロシアの若者文化についても、いろいろ意見

を聞きながら進めていきましょう。 

 

 

では、まずロシア語を勉強すると

いうのはどういうことでしょうか？ 

たとえば、次のようなロシア語の対

話があります。 

（問）- ȶɟɐɌ Ɏɧ ɔɐɑɞɑ？（あなたはどちらにいらっしゃい

ますか？） 

（答）- ɋ ɔɐɟ əɌ ɓɌɎɚɐ （私は工場へ行きます） 

これは正しいでしょうか？ ソ連時代の教科書によくこんな

会話文がありましたが、もし今使うとしたら、間違いが二つ

あります。一つは、「工場へ行く」という、そんな答えを言う

人はあまりいないということと、もう一つ、ȶɟɐɌ ɔɐɑɞɑとい

うのは、ヴィ（Ɏɧ＝あなた）に対して、やっぱりちょっと失礼

な尋ね方で、職務質問か、あるいはわざわざ何かを確認

しているような感じがします。トゥィ（ɞɧ＝あなたの親しいく

だけた言い方）であればいいですね。ȶɟɐɌ ɞɧ ɔɐɑɤɨ?

（どっか行くの？）だったらいいですが、「あなたはどちらに

いらっしゃいますか」だと、ちょっとロシア語の格好としては

おかしい。例えば、Ȯɧ ɐɌɗɑɖɚ ɔɐɑɞɑ？（あなたは遠くに

行くのですか）、こういう風に言った方が失礼ではない。と

くに初対面だとか、あまり知らない人に対しては、こういう

言い方のほうがよいでしょう。 

 ということで、ロシア語の勉強は、文法とか語彙、表現を

身につけただけでは足りないのです。レアリアといいます

が、言語外の現実をよく知って言葉を勉強すること、ある

いは勉強しながら言葉をとりまく現実を知っていくこと、こ

れが必要なのです。日本に来ているロシア人留学生や、

旧ソ連諸国から来ている留学生も、日本語が非常に上手

なのですが、日本のレアリア、習慣に慣れるまでが難しい。

例えば、日本人は何か尋ねられて答えるときに、まぁ、曖

昧ですよね。どっちかはっきり言わない。これはロシア人か

らすると「何が言いたいのですか？」となってしまうのです

が、これはもう私たち日本人の生活習慣というか、文化的

コードになってしまっているので、それを知らない限りはコ

ミュニケーションが難しいと思うのです。 

 もう尐し簡単な例でいきましょう。飛行機でロシアからお

客さんが成田に到着したとします。出迎えに行きました。さ

て、最初にどう言いますか？ 
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（参加者）Ƚ ɛɜɔɑɓɐɚɘ（ようこそ） 

（村田）いいですね、最初のあいさつはȽ ɛɜɔɑɓɐɚɘ。で

は「お疲れではありませんか」という風に聞いてみましょう。

はい、どう言いますか？ 

（参加者）ȶɌɖ ɐɚɗɑɞɑɗɔ？ 

（村田）素晴らしいですね。これは、直訳すると「どういう風

にここまで飛んできたのですか？」ということですが、「どう

いう気分ですか」とか「どういう体調ですか」という意味を含

む上手な表現です。初対面の人だとして、日本語的にそ

のまま、Ȯɧ ɟɝɞɌɗɔ ɝ ɐɚɜɚɏɔ？（お疲れですか）と仮に

言うとします。では、その答えはどうでしょう？ ロシア人は

なんと答えますか？ 

（参加者）疲れてなかったとしたらですか？ 

（村田）どちらでもいいですが、では、疲れたことにしましょ

う。はい。Ȯɧ ɟɝɞɌɗɔ ɝ ɐɚɜɚɏɔ？ 

（参加者）う～ん、なんて言えばいいんでしょうね。 

（村田）ネ、難しいですよね。ロシア人は、ȰɌ, ɟɝɞɌɗ（はい。

疲れました）とか、Ⱥɣɑəɨ ɟɝɞɌɗ（とても疲れた）とか、これ

は言わないと思います。普通は、ȰɌ, əɑɘəɚɒɖɚ（ええ、

ちょっと）というような言い方ですね。この「ちょっと」というの

は日本語の感覚でもありますが、実はロシア語でも頻繁に

使われています。 

（参加者）əɚɜɘɌɗɨəɚもよく聞きます。 

（村田）そうですね。əɚɜɘɌɗɨəɚもあります。「普通です」、

「いつもと変わりません」という言い方もよくします。はっきり

と「元気です！」というようなアメリカ人的な答えは返ってこ

ないですね。 

 

 

前置きが長くなりました。今日は、

ロシア文化を通じてロシアを知るの

が目的です。演劇、映画、若者、こ

れらはすべて文化現象の一つです

けれども、これらを通じてロシア文

化の話をしたいと思います。 

ロシア文化を規定する特徴的なファクターは４つありま

す。他の国になくてロシアにしかないファクターです。まず、

最初は「自然環境」です。広大な大地と自然環境、これが

ロシア文化を規定する第一のファクターです。次のファク

ターは「ロシア正教」です。ロシアがヨーロッパの他のキリス

ト教国と違うところは、「ロシア正教」であるというところです。

これはロシアにしかありません。三つ目は「西ヨーロッパか

らのインパクト」です。これはロシア文化を形作るうえで決

定的なファクターになっています。否定的な意味でも肯定

的な意味でも、重要なファクターの一つです。最後は「両

極性」です。ロシア文化は非常に極端で、これは人々の性

格にも反映しているかもしれません。以上４つのファクター

を頭に入れておくと、ロシアのかなりの部分が理解できま

す。 

今から尐し上映するのは、ニキー

タ・ミハルコフの『オブローモフの生

涯より』（1979 年作）という映画の一

部です。原作はゴンチャロフ。19 世

紀半ばに書かれた小説です。 

（映像を見ながら）これはロシア貴

族の田舎の屋敷です。尐年が駆け

て行きますね。走っても走っても続い

ていく大地、この風景です。これは第一のファクターである

「自然環境」ですが、この風景がロシア人の原風景として、

心の中にインプットされているわけです。これがないと多分

ロシア人は暮らしていくのが辛いのではないかなと思いま

す。皆さんの関心は、この尐年がどこに向かって走ってい

るのかというところにあるかもしれませんが、それも実はこ

の映画のテーマの一つですね。平原を走っているわけで

すが、おそらくどこまで行ってもこの風景は変わらない。

「僕のママが来るんだ」と言いながら走っていますけれども、

この子がそのうち大人になって子供ができても、その子供

もまた同じように平原をどこまでも走っているのではないか

なという気がします。これはずっと繰り返されていく一つの

文化の原型です。この風景を覚えていてください。 

 

ロシア演劇の流れとキーワード 
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 では、資料にそって、演劇の話から始めましょう。まずは

ロシア演劇の曙です。どの国でも、演劇のスタート地点は、

非常に汎神論的な、一神教ではない、自然の神を信じ称

えるといったメンタリティから始まっています。とくにロシア

では、古いスラヴの異教の儀式であるとか、結婚式とか葬

式は、すべて演劇的形式で行われてきました。例えば、結

婚式は一週間くらい続いたのです。今でもそういう伝統が

残っています。マースレニッツァという春の祭りがあります

が、ブリヌイ（薄いパンケーキ）をたくさん焼いて、みんなで

ご馳走を食べる。冬を追い払って春を迎える儀式です。3

月初めぐらいに行われるのですが、若い人が戸外に出て、

何人も殴りあうこともあるのですね。ɓɌɛɚɕという宴会のよう

なものもあって非常に楽しい。こうしたものが演劇的な形

式で行われてきました。これがロシア演劇の始まりです。 

 スコモローヒというのは、昔の大道芸人とか、旅回りの役

者グループのことです。時の権力や教会からは嫌われて

いましたが、人々には親しまれて民衆演劇に浸透していき

ました。詳しく知りたい方は、タルコフスキーの映画『アンド

レイ・ルブリョフ』の中のスコモローヒに注目しましょう。 

 さらに、998 年にロシア正教を受容して、ロシアは大きく
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変わっていきます。正教の受容は、そのことによってヨーロ

ッパと同じような文化的背景を持った国になろうとか、中央

集権を目指そうといった政治的意図があったのですが、ロ

シア文化のその後の発展にも大きな影響を与えていきま

す。 
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次はヨーロッパ文化の影響を受けた17 世紀から18 世

紀後半です。外国劇団の招聘などによって、ロシア内にさ

まざまな演劇が育っていきます。民衆劇というのは、ロシア

演劇の曙で見られたカーニバル的な演劇の延長上にあり

ますが、たとえば『皇帝マクシミリアン』という芝居は、ピョー

トル大帝とその息子の軋轢があらすじになっています。

200 ものバリエーションがあるのですが、基本的なシナリオ

はロシア人は皆知っているわけです。重要なのは、どうや

ってそれを演出するかということで、つまり歌舞伎と同じと

考えていい。歌舞伎は演目によってもう内容は分かってい

るので、役者がどう演じるか、演出がどうなされるかというと

ころがポイントです。同じようにロシアでも、民衆劇はもう話

は分かっていて、それをどう演じてどう見せるかというところ

に客の関心が集まります。 

アンナという女帝の時代（1730～40 年）には、イタリア

の即興劇 commedia dell'arte というのが随分はやります。

20 世紀ロシア・アヴァンギャルドの

時代にもこの手法が使われました

が、これはシナリオがない即興劇な

んですね。筋だけは俳優同士で了

解していて、あとはお互いに即興で

台詞を喋って演じるという、俳優に

とってはとても大変な芝居ですが、

観客から見て非常に面白い。毎回見るたびに内容が変わ

っている。それが面白いです。 

 エカチェリーナϳ世の時代（1762～96 年）に農奴劇団と

職業劇団ができます。ロシアは農奴制の国でした。1861

年に農奴解放令が出されますが、農奴というのは、単なる

小作人ではなくて、土地（農地）に縛りつけられた農民で

す。移動する自由を奪われて、土地を所有する貴族の奴

隷に近い存在でした。ただし、農奴の扱い方は貴族によ

ってかなり違いました。例えば、モスクワのシェレメーチェ

ヴォ空港の名前は知っていますね。これと同じ名前のシェ

レメーチェフ伯爵などは、才能のある農奴を集めて俳優養

成をしていました。農奴劇団というのはこのようにして作ら

れた劇団です。例えば、フランス人やイタリア人の演出家、

歌手などを呼んで、農奴にフランス語、イタリア語を覚えさ

せるのです。そして芝居もさせる。その芝居を見るために、

ロシア貴族だけでなく、外国の大使や外交官が集まりまし

た。職業劇団を超えるほどの人気があったそうです。しか

し、農奴制度が廃止される前に、農奴劇団はほとんど姿を

消してしまいます。そして、上手な役者は職業劇団に売ら

れていった。例えば、シチェープキン。シチェープキンは

ロシア史上非常に有名な俳優で、リアリズム演劇の創始者

の一人です。1824 年ごろに彼はマールイ劇場に入りまし

た。『検察官』（ゴーゴリ作）の市長役をよくやっていました。

芝居のポスターで、優秀な俳優はòMóのマークがつく。M

はマスター（ɘɌɝɞɑɜ）です。彼は農奴だったので死ぬまで

そのマークをつけてもらえなかったという逸話があります。 

 

18 19  

 ヨーロッパ文化から受けた影響をもとにして、次は独自の

演劇を作っていこうという動きが起こります。ロシア独自の

演劇文化を創出する動きが、18 世紀後半から19 世紀後

半にかけてめざましく広がった。有名な劇作家がたくさん

出てきます。 

 フォンヴィージンの風刺喜劇などは今でも上演されてい

ます。『「親がかり」（ȹɑɐɚɜɚɝɗɨ）という芝居は、女性の地

主貴族の話で、悪巧みをして最後にはそれがバレてしま

い追放されるという筋なのですが、その台詞は18 世紀の

終わりから19 世紀のロシア人の頭の中には浸みこんでい

て、ɞɜɔɤɖɔə ɖɌɠɞɌə（失敗をいい加減に取り繕ってさら

に大きな失敗を重ねる逸話）という言葉など今の人が聞い

ても分かるんですね。当時の生活言葉が非常に豊かに使

われているので、今でもフォンヴィージンはロシア演劇の

愛好家たちにこよなく愛されています。 

 グリボエードフ（1795～1829 年）の『知恵の悲しみ』、レ

ールモントフ（1814～1841 年）の『仮面舞踏会』、プーシ

キン（1799～1837 年）の『ボリス・ゴドゥノフ』、ゴーゴリ

（1809～1852 年）の『検察官』、これが19 世紀ロシア演劇

で一番大事な四大作品と言われています。実は、これらは

すべて検閲がかけられました。この作家たちは、生きてい

る間は検閲のために完全版では上演できなかった。農奴

解放以降、やっと上演されるようになったいわくつきの作

品です。しかし、農奴劇団では完全版でやっていたので

す。都市で上演する前に、シベリアの彼方とかで検閲なし

でやっていたわけです。これは面白いと思います。 

 

 ここで『知恵の悲しみ』を尐し見

ましょう。2002 年の舞台を収録し

たものです。（VTR スタート）この

話は、3 年ぶりにモスクワに帰っ

てきたチャツキーという若い貴族

が、元の恋人・ソフィアと会う場面

です。話が通じないんですね。ヨ

ーロッパから帰ってきてモスクワ

の人に会っても。ソフィアは、もし
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かしたらチャツキーが帰ってくるのではないかという期待と

不安があります。彼女にはもう別の恋人というか、父親が

決めた許婚者がいるのですが、実はあまり好きではない。

彼女はまだチャツキーのことが気になっていて、そこにチ

ャツキーが本当に来てしまう。……。チャツキーは「つい昨

日会って話したばっかりのような気がする」と言っています

が、ソフィアはちょっと反応しにくいわけです。お父さんの

方は面白いですね、「ああ、チャツキーさんですか」、「知り

ませんね、あんたみたいな人は」というような感じです。チ

ャツキーは久しぶりに会えて喜んでいますが、でも、こっち

の人は困っている。そんな場面です。この戯曲は全部詩

でできています。韻文戯曲といって、全部韻を踏んでいる

のですが、それを壊さずに、現代演劇で上手く上演してい

ます。この『知恵の悲しみ』で注目しておきたいのは、当時、

この中からたくさんの表現が生まれたことです。例えば「幸

せ な 人 は 時 計 を 見 な い 」 （ȽɣɌɝɞɗɔɎɧɑ ɣɌɝɚɎ əɑ 

əɌɍɗɪɐɌɪɞ）とか、今でもよく使う表現がこの戯曲から出

てきました。 

 

 この時期の劇作家で、スホヴォー＝コブイリン（1817～

1903 年）という人がいます。この人の『タレールキンの死』

という戯曲は、20 世紀に入ってメイエルホリドが上演して、

前衛的な芝居にしています。俳優の動きとブランコなど舞

台装置の動きを連動させるという実験をやったのですが、

このように19 世紀の伝統は20 世紀のロシアでちゃんと活

か さ れ て い る 。 『 巨 匠 と マ ル ガ リ ー タ 』 （ȸɌɝɞɑɜ ɔ 

ȸɌɜɏɌɜɔɞɌ）で有名なブルガーコフも、『タレールキンの

死』からたくさんのモチーフを取っています。 

 さらに、19 世紀の終わり（1898 年）にモスクワ芸術座が

創設されます。スタニスラフスキー（1863～1938 年）とネミ

ロヴィッチ＝ダンチェンコ男爵（1858～1943 年）ですね。

演出家とプロデューサーと思ってください。何をやったかと

言うと、それまでの演劇は俳優が舞台に出てくると、まず

前舞台に出て自己紹介するんですね。私はこういう者だと。

例えば、「私はファウストだ」とか言ってから演技を始める。

そういう旧来の演劇らしさというものから抜け出して、演劇

のリアリティを求めたわけで

す。ただ、前期のスタニスラ

フスキーは、演出としては、

いわゆるリアリズムから抜け

出てなくて、新しいことをあ

まりやっていないのですが、

後半になるとその弟子であったメイエルホリドの影響を逆

に受けてシンボリズム的な舞台も作っています。 

 日本では、スタニスラフスキーシステムを新劇がかなり取

り入れています。スタニスラフスキーの前期のものを小山

内薫が見て日本の築地小劇場に持ってきた。その当時は

もちろんビデオもありませんから、スタニスラフスキーの演

出を小山内がスケッチして、それを日本に持ち帰って新劇

に広がったのです。完全な形ではなかったわけですが、

日本の新劇の発展にはスタニスラフスキーの前期の演出

が伝わっていたということを知っておいてください。 

 

20 1920  

 20 世紀の初めから1920 年代は、

ロシア演劇の黄金時代といってもい

いと思います。いろいろな演出家が

出てきました。戯曲もたくさん書かれ

ました。例えば、アンﾄン・チェーホフ

（1860～1904 年）。たくさんの作品

を書いていますが、ここでチェーホ

フの『桜の園』（ビデオ）を尐し見て

みましょう。 

 『桜の園』は、ラネーフスカヤという貴族の女性がいて、

自分の領地がオークションにかけられるのですが、それが

いつの間にか使用人の息子ロパーヒンに競り落とされ、買

い取られてしまうというお話です。 

（ビデオを見ながら）この場面は、オークションが終わっ

たところです。ラネーフスカヤはオークションはどうなった

か教えてくれと言っています。「誰が競り落としたんだ」、

「私だ」と言っていますね。以前は、ロパーヒンは悪徳商人

で悪人であるというふうな演出が多かった。ソ連でも日本

でもそうだったのですが、この人は別に悪人でも何でもな

くて、普通の人なのです。ラネーフスカヤの領地を買った

のですが、買ったことを別に喜んでいるわけではない。ラ

ネーフスカヤも、自分の領地が競り落とされても、そのこと

自体にはショック受けていない。彼女は実はパリに愛人が

いて、またあそこに帰ることになるのかという、ロシアを離れ

なければならないという寂しさはあるのですが、桜の園を

手放すことについては、彼女は別に悔やんではいないの

です。これはコメディーなんですね。ところが、これを外国

で上演すると、とくに日本ではそうですが、悲劇になってし

まう。どういうわけか、これを見ると涙が出るとか、没落貴族

の哀愁が漂っているとか、その程度の批評で終わってしま

のですが、本当はそういう芝居ではないのです。 

 実はもっと深い意味がこめられています。登場人物たち

は、それぞれ喋っていることと思っていることが違うのです。

これは現代劇の特徴の一つですが、19 世紀までは登場

人物は考えたとおりのことをほぼ喋っていた。チェーホフ

から、話していることと考えていること、あるいは考えている

ことと動作が大きく違うようになるのです。これが大きな特

徴で、そこにコメディーが生まれるわけです。また、チェー

ホフは、軍人だとか、医者だとか、地主貴族とか、肩書きを

すべて取り払ったら人間はどうなるかということを見せたわ
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けです。人間は、皆同じかもしれないというところを見せま

した。つまり、すべての役がらを一度裸にしてしまって、観

客に提示するという非常に革新的なことをやったのですが、

それはいまだにきちんと評価されていないというか、そこま

で理解して演出している人はあまりいないようです。登場

人物たちは、舞台に入ってきてまた去って行くのですが、

彼らは自分の役を探しているのですね。自分は何をした

いのか、この人生において何をしたらいいのか。考えて、

答えは出ないままに、また去っていく。チェーホフの作品

に哀愁が漂っているとすれば、そのあたりではないかと私

は思います。 

 

 ブローク（1880～1921 年）の『見知らぬ女』、『見世物小

屋』では、それまでのロシア演劇と違って、舞台裏の仕掛

けを見せました。つまりイタリア即興劇のように、舞台の横

や脇も全部見せて、芝居はこういう風に作ってるんですよ

と、そこまで観客に見せるようにしました。これも革新的な

演出です。 

 フレーブニコフ（1885～1922 年）は、「超意味言語」とい

う、新しい言語を開発します。今までの言語はすべて古い、

芸術的には使えないと主張して、例えばユリの花はロシア

語ではリリヤ（ɗɔɗɔɫ）ですが、これからはリリヤではなくて

エウイと名付けようとか言って、新しい言葉を作っていきま

した。『ザンゲジ』という戯曲では鳥が出てきます。戯曲の

中に鳥の鳴き声がいっぱい入っていて、鳥が喋っていると

いうのです。この芝居を見た人がどう思ったか分かりませ

んが、ともかくこのような実験的な戯曲を作りました。 

 マヤコフスキー（1893～1930 年）は

絵を描いたり、ポスターを描いたり、詩

を書いたりして、町の中を芸術的にしよ

うと考えていました。1912 年に出され

た『未来派宣言』にはマヤコフスキーも

参加していますが、その中で、20 代前

半から後半の若い人たちが集まって、それまでの古い文

学作品を現代の船から放り出そう、新しい言語にもとづい

た新しい文化を作ろうと宣言しています。 

文学作品を自立した言語世界としてとらえ、言語表現の

方法と構造の面から文学作品を解明しようとフォルマリズ

ムを提唱したシクロフスキーやヤコブソンも皆、20 代の若

さでした。このような若い世代がロシア・アヴァンギャルドを

バックアップしたのです。 

メイエルホリド（1874～1940 年）については、話が長く

なりますので、ここでは一つだけ、19 世紀の伝統を活かし

て、その戯曲を使って現代の精神を表そうとしたということ

を言っておきます。 

エヴレイノフ（1879～1953 年）は、日本ではあまり知ら

れていませんが、ロシア演劇では非常に大きな功績を残

した人です。彼は「演劇性の本能」といって、「人間は生ま

れた時から役を演じているのだ」と言います。小さな女の

子が花を髪にさして簪のように飾る、これもすでに演劇だ

というようなことを言っています。 

ミハイル・チェーホフ（1891～1955 年）はアントン・チェ

ーホフの甥ですが、ロシアで活躍したあとは、アメリカに移

りました。アクターズ・スタジオで俳優を育てましたが、教え

子の中には、ユル・ブリンナーをはじめ有名なハリウッド俳

優がたくさんいます。彼は、スタニスラフスキーとメイエルホ

リドの手法を結合させようとしました。完成はしなかったの

ですが、新しい演技のメソッドを作ろうとしました。 

ツヴェターエヴァ（1892～1941 年）は、

ロシアでは詩人として知られていますが、

実は、戯曲も書いています。詩で書いた

戯曲で『ハートのジャック』、『吹雪』、『フ

ェードル』といった作品です。『吹雪』は

革命直後に書かれましたが、革命前と革命後のロシアの

変わりようがはっきりと出ていて興味深いです。 

「小品劇場」（ɞɑɌɞɜ ɘɔəɔɌɞɪɜ）も、あまり日本では知

られていません。これは本当に小さな劇場で、せいぜい

100 人か 150 人しか入らない。当時の大劇場の俳優、有

名な歌手シャリャーピンやスレジツキーといった人たちが、

大劇場での芝居をやり終わった後に、夜な夜なこの小劇

場に通って、大舞台では見せられなかったような演技を披

露しました。 

 

オベリウというのは、「リアルな芸術の協会」という詩人の

団体です。不条理演劇を作りました。 

ハルムス（1905～1942 年）の「エリザヴェータ･バム」と

いう作品は、あの先駆的なベケットよりも前に不条理を取り

上げたことでよく知られています。エリザヴェータ・バムは

女性なのですが、ある日突然、秘密警察によって逮捕さ

れます。ドアがòドンドンドンóと叩かれて、「エリザヴェータ

はいますか？」。やって来たのは、実はエリザヴェータに

殺された人なのです。そこからして、すでにおかしいので

すがé。この作品の中には、面白い表現があります。 

-ȹɌ ɛɑɣɖɑ ɞɌɜɌɖɌə ɞɌɜɌɖɌəɚɎɔɣ？（-何でペチカ

（ɛɑɣɖɌ）の上にタラカン・タラカンビッチ（＝ゴキブリ）がい

るのか？）このɛɑɣɖɑは秘密警察のことです。ȾɌɜɌɖɌə 

ɞɌɜɌɖɌəɚɎɔɣはスターリンを暗示しています。 

-ȻɜɔɝɞɌɗɨəɧɕ Ɏɓɚɜ これは、じっーと見つめるというこ

とですが、スターリンの目を示しています。 

 ただの不条理劇ではないのです。何か変なことを言って

るなというところを注意深く見ると、アナグラム（言葉の入れ

替え）になっていて、実は恐ろしい内容が含まれているこ

とに気づきます。そこまで考えて作られた戯曲なのです。 

 ヴヴェジンスキー(1904～1941 年)の『イワノフ家のクリス
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マス』という戯曲には、イワノフ家の人は誰も出てきません。

全然関係のないプズィリョーフという人が出てきます。「80

歳の尐年」というのも出てきます。これも当時の現実を反映

していたのではないかと思います。当時（スターリン時代）

は、昨日まで隣にいた人が今日はいない、何故かいなく

なっている。理由は説明しなくても分かると思いますが、そ

ういう時代でした。 

 

1930 50  

 これは、当時の社会主義リアリズムに対抗する形で、ある

いは社会主義リアリズムが出てくる尐し前から、「いや、そう

いう路線では芸術はできないよ」と訴える人たちが作った

演劇です。ブルガーコフの『トゥルビン家の日々』は今でも

上演されています。『ゾーイカのアパート』、『イワン・ワシリ

ーエヴィチ』なども人気がありましたが、当時は検閲が厳し

くてすぐ上演禁止になってしまいました。上演されるように

なったのはごく最近、ペレストロイカ以降のことです。 

映画における演劇性ですが、ここでエイゼンシテイン

（1898～1948 年）のビデオを尐し見ましょう。エイゼンシテ

インは『戦艦ポチョムキン』であまりにもよく知られています。

今日は『イワン雷帝』の一部を見ていただきます。 

イワン雷帝は、ツァーリの権力を強めてロシアを１つの

国にまとめようとするのですが、大貴族たちの大きな反発

に遭います。その反発を押さえ込み、さらにロシア正教会

をも押さえつけて、イヴァン・グローズヌイ（雷帝）として君

臨していく。映画は、陰謀渦巻く

宮廷と動乱時代のロシア皇帝の

悲劇を描いています。この映画、

イワンが弱く描かれ過ぎであると

いうことで、スターリンから「もっと

強い話を作れ」と、何度もやり直し

を命じられ、エイゼンシテインは映

画を 3 回作り直します。3 回目の

作品はかなりスターリンよりの作品

にせざるを得なかったそうですが、そのフィルムはもう残っ

ていません。これは最初の作品ですが、俳優の演技に注

目してください。目の動きとか、動作とか、何か気付くこと

はありませんか？イワンの目線とこの動きもそうですね。当

時の演技では珍しかったのです。歌舞伎を思わせるような

様式的な演技です。実は、エイゼンシテインは日本文化

にかなり詳しくて、市川左團次の歌舞伎公演（モスクワ）を

見ているのです。目を剥くだとか、化粧の仕方もそうです

が、演技に歌舞伎の影響が認められます。 

それから、『戦艦ポチョムキン』だけでなく彼はこの映画

でもモンタージュを使っています。これは、イワン雷帝が機

嫌を損ねてモスクワを去り、郊外のある村に篭っている場

面ですが、この村で、「国民の要請があればモスクワに戻

る」と言うわけです。

この場面です。こ

のイワンの髭です。

顎鬚と請願に集ま

る 人 々 の 行 列 が

重なり、上手く繋

がっていくんです

よね。顎鬚はイワ

ン の 権 力の 象 徴

です。そして、国民＝ロシアのəɌɜɚɐがこの髭とつながっ

ている。記号論的にも興味深いシーンです。モンタージュ

は、当時、非常に革新的な実験でした。 

＊停滞からの脱却（1960 年代～80 年代）の頄目は割

愛します。1960 年代、70 年代のソ連はまだ検閲の時代で、

作家は検閲との戦いを繰り返していたわけです。これは他

の国でもあったのですが、ソ連時代はとくに厳しくて、検閲

に引っかかるとその作品はもう上演できない。検閲が廃止

されたのはペレストロイカ以降、1986 年頃だと言われてい

ます。今は検閲はありませんが、今度は国が文化予算を

出さない。予算が足りなくて思うように活動できないという

別の問題が起こっています。 

 

(1990 ) 

最後に、ロシア演劇の今日の状況を報告して、この＜

演劇＞の頄目を閉じましょう。 

最近は、シーズン・レパートリー制の導入が進んでいま

す。昔は１週間同じ演目、例えば『桜の園』だったらそれだ

けを上演していたのですが、今はそのシーズンにやる舞

台や作品が決まっていて、その数が10 から15 くらいも演

目があるのです。それを隔日に、1 日おきに新しいものを

入れていくとか、あるいは2 日同じ芝居をやると、次の3 日

目 4 日目はまた違う演目をやるといったことが行なわれて

います。これは俳優にとっては大変です。その日の夜に上

演するものは前日に練習しておいて、その日の昼は翌日

にやるものを練習するといったことが必要になります。連日

やっていると、声がだんだん出なくなってくる。それで、最

近は耳のあたりに小さなマイクをつけて舞台で演じる人が

増えています。音楽と反響したりして音としては良くないの

ですが、そのような工夫もしています。 

これからモスクワに行って芝居を見たいという方には、

次の二つの劇場を紹介します。一つは、フォメンコ劇場。

マスチェルスカヤ・フォメンコと言いますが、ウクライナホテ

ルの近くにある小さな劇場です。150 人から200 人くらい

しか入れないのですが、いつも秀作を上演しています。 

もう一つはワシーリエフ劇場のヤツコ氏の演出作品です。

彼はワシーリエフの弟子なんですが、ワシーリエフがパリ

に行ってしまったので、今は彼が劇場の中心になっていま
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す。シコーラ・ドラマチーチェスカヴァ・イスクーストヴァとい

うドラマ劇場、彼らは学校と言っていますが、劇場です。こ

こでは前衛的なものもやっていて、オスカー・ワイルドの

『サロメ』や、ツヴェターエワの『石の天使』など、意欲的な

作品を上演しています。おそらく今までのリアリズム演劇と

は違った新しい演劇が見られると思います。 

最後に、海外との演劇文化交流も活発に行なわれてい

ます、これまでは、例えば、日本からモスクワに歌舞伎を

持って行って上演する、ロシアからȭȰȾ(ボリショイ・ドラマ

劇場)やマールイ劇場が来日するといった形で、一方向で

した。上演してそれでおしまいだったのですが、最近は共

同制作を行なうとか、日本の戯曲をロシア語に翻訳してモ

スクワで上演するとか、そういう新しい形の演劇交流が始

まっています。俳優養成でも、ロシアの演出家がたくさん

日本に来てワークショップをやっています。モスクワ芸術

座スタジオやマール

イ劇場の有名な先生

たちが来日して日本

の俳優を指導してい

ます。もちろんロシア

語でやるのですが、

通訳つきでも、なしで

もできます。そういう交

流が進んでいます。 

 

＜ロシア映画＞ 略 

ロシアの若者文化 

ロシアの若者文化ですが、定義するのが非常に難しい

ですね。日本の若者文化とどこが違うか？と問われても、

すぐさま正しい解答を出すことはできません。 

ただ、日本と大きく違う点は、社会の変化の大きさの度

合いです。ロシア社会は激変しました。1990 年代から

2000 年代にかけての変わりようは、日本のインターネット

化による社会の変化程度とは比べものにならないくらい大

きい。ソ連（社会主義）からロシア（市場経済）への急激な

変化は、ロシア社会を激しく揺さぶりました。もちろん、ロシ

アでもインターネットや携帯電話は大都市だけでなく地方

都市でも広く行き渡っています。情報を受け取るだけでな

く、様々な情報発信も進んでいます。ȰɚɝɟɏとかȬɠɔɤɌ

といった情報誌の役割も非常に大きいと思います。広告

産業の発達も見落とせない現象です。 

最近のロシア文化の傾向としては、尐しずつヨーロッパ

やアメリカのコピーから抜けだして、ロシアの歴史や文化

遺産を信じて、何か新しいものを創っていこうという動きが

強まっています。 

もう１つは、両極性です。ɖɜɌɕəɚɝɞɨとでも言うんでしょ

うか。ロシアでは、勉強する人はもの凄く勉強します。本も

たくさん読み、きわめて高い能力を持っている。しかし、外

の通りに出てみると、何もせずにゴロゴロしている若い人も

います。日本以上にその落差が激しい。日本でもよくでき

る人もいればできない人もいます。けれども、ロシアの方が

コントラストがはっきりしているように感じます。これは驚く

べきことで、ソ連時代にはありませんでした。社会の激変

が影響しています。 

 

 

 サブカルチャーとカルチャーの境目は、実は非常に際ど

い。難しいと思います。 

 大きな区別として、社会とか世界への影響力があるのが

カルチャーですね。サブカルチャーは、社会や世界への

影響力があまり大きくない。仲間内で自己満足の世界に

浸っているのがサブカルチャーだと思います。しかし、そ

の境目となると、どこに線を引いたらよいのか、難しいです

ね。 

サブカルチャーはある種のコミュニティーを作ります。例

えば、服装。同じようなファッションをするとか、同じような

シンボルマークのT シャツを着たりする。あるいは、スラン

グを流行らせて、仲間だけで通じる言葉を使ったりします。

そうしてお互いの仲間意識を高め合います。 

尐し図式的になりますが、サブカルチャーがカルチャー

に発展していく契機として、次のような対比をしてもいいと

思います。ゲーム感覚というのはサブカルチャーの特徴で

すが、これが理念の追求となるとカルチャーになっていく。

仲間内の世界だけを創るのであればサブカルチャーです

が、これが他のグループに対抗意識をもって拡大していく

とカルチャー化していく。サブカルチャーは現実逃避的で

すが、カルチャーは社会的影響を追求していきます。これ

もバロメーターの１つです。 

ロシアにおける若者文化の伝統ですが、先に紹介した

アヴァンギャルドとかフォルマリズム、超意味言語なども、

若い人が作りました。1960 年代の初めごろには、アメリカ

文化にちょっとかぶれた人たちを指してɝɞɔɗɫɏɔという言

葉が使われました。「アメリカかぶれ」。アメリカのファッショ

ンを流行らせたり、バイクの文化を広めたりしました。そう

いう伝統はロシアに今でもあると思うのです。だから、現在

のサブカルチャーが今後どのように発展していくのか、ア

ヴァンギャルドのように世界に広まっていくのかどうか、ちょ

っと楽しみにしてるのですが、まだ先は見えないですね。 

 

 

サブカルチャーの具体例として、資料(3)にいくつか挙

げました。変化が激しいので、資料に取り上げたものも、も

う古くなっているものがあると思います。 
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現実逃避の頄目では、ヒッピー（ɡɔɛɛɔ）とかコスプレ

（ɜɚɗɑɎɔɖɔ）があります。コスプレもロシアで流行っていま

す。 

娯楽では、ラップ（ɜɩɛɑɜɧ）。ヒップ

ホップとかラップを聞いている人は多

いです。ɏɚɞɧというのは、日本でも原

宿などで見ますが、黒い服を着てゴシ

ックスタイルで歩いている人たちです。 

犯罪のところは、ネオファシストもこれに入ると思います。

ɏɚɛəɔɖɔというのは違法行為をするために作ったグルー

プで、敵を作るという奇妙なグループ意識を持った人たち

です。今はもう大分古くなっています。 

音楽、これは日本とあまり変わらないですね。ヘヴィメタ

（ɘɑɞɌɗɗɔɝɞɧ） と か ブ レ イ ク （ɍɜɑɕɖɑɜɧ） 、 パ ン ク

（ɛɌəɖɔ）、ポップス（ɛɚɛɝɚɎɔɖɔ）、みんなあります。 

その他の頄目のɘɚɍɍɑɜɧというのはちょっと変わって

いて、英語で言うとフラッシュモブです。例えば、真夏のあ

る日、「午後２時クレムリンに集合」とインターネットで人を

募って、集まったら何でもいいのですが、òȽ ȹɚɎɧɘ 

ȯɚɐɚɘ!ó（新年おめでとう!）とかを言うわけです。それでぱ

っと消えてしまう。それで終わり。一回だけ集まって消える

というだけです。 

いわゆるロシア的なものを探そうとすると非常に難しい

ですが、やっぱりロシアは詩の伝統や演劇の伝統がありま

すので、それは活かした文化がこれから出てくるのではな

いかと、私は期待しています。 

ちょっと駆け足になりましたが、ロシアの若者文化の紹

介とさせていただきます。 

 

会場に、若いロシア人の方がいるので、尐しò若者文化ó

について感想を聞いてみましょう。日本やヨーロッパと違う

ロシアの若者文化というのはありますか。 

JIC モスクワのトカチェンコです。若者文化って

いうのは多分、日本でもロシアでも、全世界的に似たよう

なものがあって、お互いに影響を与えあっていると思いま

す。私よりずっと若い人の話ですが、なぜかロシアの若者

のなかで日本のアニメがすごく流行っているんですね。モ

スクワだけでなくて、地方に行ってもびっくりするほど流行

っています。日本の話をすると必ずアニメのことが出てきま

す。 

 若者というのは学校の勉強がありますが、暇もあります。

ソ連時代には、イデオロギー的な縛りをかけるためにコム

ソモール（共産主義若者青年同盟）というのがあって、若

者はそこに入っていろいろなことをやったのですが、ソ連

崩壊後は共産主義イデオロギーがなくなって、若者は自

分の道を自分で探すようになりました。混乱の90 年代が

過ぎて2000 年代以降はイデオロギー的に尐し安定してき

たと思いますが、ソ連時代と比べるとまだそれほど安定し

ていない。新しい価値観というか、自分の道を探している

若者は多いと思います。いろいろな種類の若者がいること

は間違いないですね。 

ジーマさんは、ここに挙げたようなグループに参

加したいですか？親近感を覚えるものがありますか? 

個人的な経験のために、この中の誰かと一回か

二回会って話をしてみてもいいとは思いますが、とくにグ

ループに入りたいとは思わないです。質問とは関係ないで

すが、私には弟がいます。私は28 歳で、弟は22 歳です。

だからそんなに離れていないのですが、世代としては全然

違うという感じもします。私が生まれたのは1982 年で、ソ

連時代のことを尐しだけ覚えています。教育も育ち方も尐

しですがソ連時代の空気を吸っています。しかし、弟はソ

連時代のことは何も覚えていません。時々、私より若い人

は何か違う時代の人という感じがします。だから弟とも5 年

ではなくて、15 年くらいの違いに感じることがあります。 

私もジーマとほぼ同じ意見です。先生の資料に

あるグループは半分くらい分からないです。私が入ったこ

とのあるグループは一つだけで、学校のときピオネール

（Ȼɔɚəɑɜ）に入っていました。これもソビエト時代のカルチ

ャーの一つです。他に、音楽とか娯楽関係のグループに

は一度も入ったことがないので、よくわからないですね。今

の高校生や中学生はよくローラースケートをやったりして

いますが、私が子供のころはそういう遊びもなかったで

す。 

もう一つ言いたいことがあります。ソ連崩壊後、イ

デオロギーの問題

（価値観の喪失）も

あったのですが、今

のロシアでは、家族

の危機というか、親

と子どもがお互いに

理解し合えないこと

が多いです。子どもというか若い人たちは、家に帰るよりも

どこかのグループに入って、そこにいる方が自分の家族と

いるより安心するのかもしれないですね。 

私はロシア人ではなくて、イラン人です。オ

ーリャと日本の同じ大学に留学していた同級生です。留学

仲間のロシア人の友人が結構います。ジーマも言ってまし

たが、8 年前に会ったロシア人と、2 年前に会ったロシア人

学生とでは、かなり違うように思います。8 年前のロシア人

というのはジーマとかオーリャですが、何というかソ連の人

だなという感じがします。だけど2 年前のロシア人は、ソ連

ではなくて、もう尐しヨーロッパに近いロシア人という感じで

すね。現在のロシア人というのは、閉鎖的ではなくて、もっ

と知りたい、もっと世界を歩きたい、もっといろいろ試して
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みたいという人が多い。もうシャイではないし、恥ずかしい

ということを知らない。そういうふうに私は感じています。 

ありがとうございます。時代がちょっと違うとロシア

人も変わってくるという貴重な意見です。文化というのは非

常に多様性があって、これからもロシアの文化は変化し発

展して行くと思います。簡単にまとめられるテーマではあり

ませんが、皆さんがこれからロシア語を勉強していくとき、

ロシアの文化のいろいろな側面にも目を配って勉強して

いただくよう願っています。            ＜おわり＞ 
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今回で61回目を迎える神戸市外国語大学語劇祭が昨

年12月25、26日に神戸アートビレッジセンターにおいて行

われました。語劇祭とは、本大学の英米語劇団、Ⅱ部英

米語劇団、中国語劇団、イスパニア語劇団、ロシア語劇

団の５劇団がそれぞれの言語を用いて２時間の劇を上演

するという伝統行事です。多くの方々のご支援の元、台本

選びから舞台セット、音響に至るまで学生自身の手で作り

上げ、今年も多くのお客様にご来場いただきました。 

 私たちロシア語劇団は今回、エフゲニー・シュバルツ作

の「ȺɍɧɖəɚɎɑəəɚɑ Ƀɟɐɚ ～不思議でない奇跡～」を

上演しました。

物語のあらす

じは、「とある

山奥に住む魔

法使いと奥さ

ん。ある日１人

の立派な青年

が訪ねてきま

す。実は彼は熊で、昔、魔法使いの悪戯で人間に変えら

れてしまったのです。彼が元の姿に戻る唯一の方法は王

女様にキスをしてもらうこと。そこへ魔法で呼び寄せられた

王様ご一行が到着します。我儘で気分屋の王様の悩み、

それは王族でありながら世の中の穢れをまったく知らない、

純真無垢な王女様のことでした。熊はそうとは知らず、王

女様と出会います。こんなに素敵な子が王女様なはずな

い、と。すぐに惹かれあう２人・・・しかし彼女が本当に王女

様だとわかってしまったからさぁ大変！熊は逃げ出し、王

女様も後を追って出て行ってしまいます。３日後、男装し

て猟師の弟子となった王女様と熊は再会し、２人は些細な

ことから喧嘩、決闘までして、挙句の果てに王女様は庶務

大臣と結婚するとまで言い出す始末。耐えられなくなった

熊は王女様に自分の秘密を明かします。絶望した王女様

は熊に永遠の別れを告げ、床に臥せってしまいます。この

ままでは王女様が死んでしまう。そんな時に再び現れた熊。

残酷な結末と知りながらも、互いに対する愛ゆえに２人は

口づけを交わします。ところが熊は人間の姿のまま。２人

の愛が魔法を打ち破ったのです。」『互いに信じあい、愛し

あい生きていくこと、当たり前のことだけど、これこそが奇

跡なんだ。』という魔法使いの台詞で締めくくられる、笑い

あり、涙ありのロマンチックなおとぎ話でした。 

９月後半から練習を始め、最初は日本語で台詞を読み

ながら動きをつけ、一通り動きがついたところでロシア語の

台詞に切り替えま

す。今年はキャス

トの 半分が 役 者

初体験で、初め

は台本を読むだ

けで必死だった

人も、だんだんと

自分の役にはまり

込み、その人らしい演技ができるようになりました。また、

大道具は男手が尐ない中、ＯＢの先輩方に手伝って頂き

ながら作成し、劇に一層の花を添えてくれました。音響、

照明、字幕といった劇に欠かせない仕事も、全員で意見

を出しあい、よりよいものとすることができました。その一方、

上演時間の２時間に劇が収まらず、直前まで台本のカット

をしなければならなくて、折角みんなで練習した思い入れ

のある場面を削らなければならなかったのはとても苦しい

ことでした。 

今年特に力を入れたのは、台本には描かれていない登

場人物たちの裏ストーリーでした。私たちはこれを「キャラ

分析」と呼び、それぞれの役者が自分の役の今までの人

生や劇中での感情の変化など、細かく設定しました。これ

により、それぞれの役の性格が際立ち、見ていて飽きない

劇にすることができたと思います。 

そして本番では大きな事故もなく、みんないつも以上に

生き生きと劇を上演することができました。上演後、観客席

から大きな拍手

と「とてもよかっ

た、２時間があ

っ とい う間だ っ

た」とのお言葉

を頂き、団員一

同、大きな達成

感と感動に包ま

れました。語劇

祭は今年も12月24、25日に神戸アートビレッジセンターに

おいて行われます。字幕付きですのでどなたでも楽しむこ

とができ、どの劇団も趣向を凝らした劇を作り上げていま

すので、ご都合がよろしければ、ぜひ足を運んでみてくだ

さい。                         ＜おわり＞ 
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ǿ ȑїǞǭǋȅǠƳ22 ₴ș Ǟǭ ᵎș ǴǭǔǦ ʹ
ɧȢɱɈɁɕǶƲ1 ǵəɶɞȷɄȢ ʹǒȐ 
10 ɴ ǵ ἶȅǮɎɨȦɶȵɥɱ ǒƳ 

ǔǪǯǉǱǦǲɒɁȽɨǵɕɧɱǓ ǫǒȒǶǡǮǠƳ 
ɫȵȠ ἶǪǭ ǞǤǍ  ẎẀǤǍ  

ǋǋǏƲǤȚǱǚǯǶǉȑȅǢȚ JIC ǲǑ̑Ǣʤǜǋ  
ɫȵȠǧǪǭ ǲ ἶǮǔȒȚǮǠƳ 

ǑᵂǋֻȖǢǶ 
JIC ᶮ ᵎ˧ ȹɱȽɶȅǮǑ ǲǰǍǥ! 
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祝、連載開始 2 周年！などと書くとちょっとした長編み

たいですが、これでまだ8 回目です。本誌の発刊ペース

は、遅筆の言い訳にはまことに都合がよいものだなあと、

いささか見当違いなありがたみを感じております。 

 ヴェルホヤンスクの2 日目、朝食は以下のとおりでした。 

2˂009 年 1 月 14 日の朝食 

1. 米のミルク粥 （ɘɚɗɚɣəɧɕ ɜɔɝɚɎɧɕ） 

2. アラーディとキイチゴのヴァレーニエ （ɚɗɌɐɨɔ ɝ 

ɘɌɗɔəɚɎɧɘ ɎɌɜɑəɨɑɘ） 

3. パン （ɡɗɑɍ） 

4. 紅茶（ミルク+砂糖）、あるいはコーヒー 

＜メニューの解説＞ 

 お粥はロシアの朝食ではよくあるメニューです。甘く味付

けされています。アラーディは聞き慣れない方も多いでし

ょう。これはロシアの丸いパン状の食べ物です。作り方によ

って見た目にもかなり違いがありますが、ヴェルホヤンスク

のホテル「寒極」で出てきたものは、厚焼きのブリヌィのよう

なぺったんとしたものでした。ヴァレーニエとは、ベリー等

の果物を甘く煮込んだもののことで、ジャムのようですが、

さらりとしています。これもロシア語です。アラーディと合わ

せると大変美味！パンは、ふつうの白パン（バトン）をスラ

イスしたもの、紅茶、コーヒーも、日本で見るものとほぼ同

じものでした。 

 今日も朝から楽しいヴェルホヤンスク観光の始まりです。

まずはどこへ行きましょうか。はい、もちろん、学校です。

（そう、また学校！） 

 ヴェルホヤンスクの学校は我々の宿舎であるホテル「寒

極」のすぐ隣にあるので、徒歩であっという間に着きました。

もっとも、小さな町ですから、どこであれ近いことには大差

ありません。 

 昨日もそうでしたが、学校の中は集中暖房（アタプレー

ニエ）が行き届いていて、一歩入るともうポッカポカです。

廊下にはたくさんの教室が並んでいます。その中のひとつ

に入ると私達客人（サルダナさん、オオノさん、筆者の3

人）は、横一列に腰掛けるよう促されました。何だろうと思う

間もなく、そこへ3 人の女子生徒が現れ、それぞれ私達の

前に一人ずつ立ちました。来客をもてなす儀式のようです。

彼女達は何かを語りかけながら、馬乳酒クムィス（ɖɟɘɧɝ）

の入った木製の杯を項番に差し出します。1 人目は英語

で、2 人目はフランス語で、3 人目はヤクート語で。実は、

その言葉の細かな内容は聞き漏らしてしまったのでわかり

ません。面目ないことですが、彼女達がびっくりするほど

美しいドレスをまとっていたもので、注意を奪われてしまっ

たのです。これは民族衣装の晴れ着だそうです。真っ白

な、雪の女王のようで、それでいて3 人とも違うデザインで、

細部まで手の込んだ装飾が凝らされています。これはす

ごい。 

 何がすごい

って、このヴェ

ルホヤンスク

でこんな余裕

たっぷりの文

化 的 生 活 が

営まれている

こ と で す 。 昨

日、２つの博

物館の本気っぷりに驚かされたばかりでしたが、それどこ

ろじゃない。この学校生活こそが、極限の地の文化の最先

端をリードしているに違いありません。 

 直感は当たりました。このあと、さまざまな授業風景を見

学するうちに、この学校の教育環境は、ちょっとした都会

の学校のそれにも务らないばかりか、むしろ凌駕さえする

水準だと判ってきたのです。 

 10年生「Ɍ」クラスの生物の授業では、植物の講義中でし

た。7 年生「ɍ」クラスの地理の授業にもお邪魔しました。ど

ちらの教室でもパソコンとプロジェクターをふんだんに駆

使していて、生徒も活発にプレゼンテーションしています。

現代においては、児童生徒がパソコンの操作に習熟して

いる光景など、珍しくありません。こんなことに感心してい

てはかえって失礼でしょう。けれど、やっぱりショッキングで

した。特別な町ヴェルホヤンスクまではるばるやって来た

のに、さも当たり前の顔をして、ふつうのことをやって見せ

られると、一瞬、人生観がぐらついたような気になります。 

 11 年生「ɍ」クラスは体育の授業中で、ちょうど男子生徒

たちが、不思議なスポーツをしていました。ヤクート独自の

競技だそうです。そのいくつかを実演してもらいました。 
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ヤ˂クートの競技 

・ ク ィ リ ィ ィ

（ɖɧɗɧɧ） 

このカタカナ表記

が本来の発音を

再現しているとは

言い難いですが、

お 許 し く だ さ い

（以下同じく）。こ

れは幅跳び競技

の一種で、11 段

跳びです。ルー

ル は ど ち ら か 片

足のみを使うこと。

つまりケンケンで

跳びます。10 回

連続ジャンプした

ら 、 最 後 は 両 足

で着地します。 

・ ゥ イ ス タ ン ガ

（ɧɝɞɌəɏɌ） 

同じく11 段跳び

で すが 、 両足 を

片方ずつ交互に

使って連続ジャ

ンプするルール

です。最後は両足で着地です。 

・クオバフ（ɖɟɚɍɌɡ） 

これも同じく11段跳びで、両足を同時に使います。最後ま

で両足で11 回連続ジャンプします。 

・マス・レストリング（ɘɌɝ-ɜɑɝɞɗɔəɏ） 

これは変わった競技です。床面に競技者2 名が向い合わ

せに座り、すりこ木のような木の棒を互いに奪い合い（引っ

張り合い）ます。つまり力比べです。 

・ トゥトゥム エルギール（ɞɟɞɟɘ ɩɜɏɔɔɜ） 

これもかなり変わった競技です。説明してうまく伝わるか自

信ありません。単独の競技者が、ブリッジをしながらくるくる

回転します。ここでいう回転とは、身体の長方向を回転軸

としたスピンで、ブリッジの体勢のまま、あおむけになった

りうつ伏せになったりと反転を繰り返します。手は直接床

面につけず、すりこ木のような棒を1 本、両手で持って身

体の支えとします。棒の位置がずれないよう、床面には、く

ぼみをつけた板を置きます。何回回転できたか、数を競い

ます。 

 体育の設備は大変充実しています。立派な筋トレ器具

がずらりと揃っています。レスリング専用のジムがあるのは

昨日も見ましたが、さらにバスケットボールコート1 面が十

分収まる広さの、天井の高い体育館もあります。壁にはち

ょっとソビエトくさいデザインで描かれた五輪のマークが掲

げられていました。やるからには、トップ選手を輩出する気

で臨む、と当たり前のように考えているみたいです。 

だいたい、このヴェルホヤンスクの学校が当たり前と思

っていることは、いちいちレベルが高いんです。6 年生「Ɍ」

クラスの教室では、郷土文化（ȹȶȹɋ: əɌɢɔɚəɌɗɨəɌɫ 

ɖɟɗɨɞɟɜɌ əɌɜɚɐɚɎ ɋɖɟɞɔɔ )の授業中でした。ロウソク

だけを灯した薄暗いところで、シャーマンっぽい服装の先

生と、民族衣装っぽい格好の生徒たちが、なにやら執り行

っています。これは新年の儀式でタンハ（ɞɌəɡɌ）といい、

1 月 7 日から1 月 14 日まで毎日行うのだそうです。感心

するのは、服装の仕立てにも、調度品の造りにも、全く妥

協がないし、儀式にはぎこちなさが尐しもないところです。

受け継いでゆくべき文化を、日常的に学びとっていなけれ

ば、こううまくはいかないでしょう。 

 芸術（ȴȳȺ）の授業で、その学びの現場を尐し垣間見た

気がしました。細かなビーズ細工の刺繍や、獣骨、木の細

工、絵画など、いずれも伝統手工芸において重要と思わ

れる技術の集大成がそこにありました。さっきから目にして

いる衣装だとか調度品をこしらえる基本的素養は、まさに

この場で伝承されているところだったんです。 

 さて、今度は講堂に案内されました。そう、講堂があるん

ですよ。日本の学校では、体育館が講堂と兼用できるよう

になっているところも多いですが（これはこれで合理的発

明だと思う）、ロシアではちゃんと別に造られるのが普通で

す。 

 中へ入ると、客席は大人たちでいっぱいです。親ばかり

でなく、近所の人もいるようです。舞台では子供たちによる

劇と踊りの出し物が始まりました。éかわいい。これは本当

にかわいい！馬をイメージした白い衣装のグループと、ト

ナカイをイメー

ジ し た （ ？ ） 茶

色い衣 装の グ

ル ー プ 、 白 い

伝統衣装の上

級生もいます。

これ、全部手作

りなのでしょう。

み ん な で 列 に

なったり輪にな

ったりくるくる回

ったりé。客席

の 大 人 た ち は

みんなニッコニ

コです。そりゃ

そうでしょう。こ
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んなすてきな

光景を目の前

にしたら自然

に頬が緩むの

は当たり前。

そしてどうやら、

ヴェルホヤン

スクの学校で

は、こんな出

し物を演じる

の も 、 当 た り

前のうちにす

ぎ な い よ う で

す。 

 学校新聞の

記者だという

生徒がインタビューに来ました。ヴェルホヤンスクへやって

きた目的、日本の学校はどんなところか、日本の子供たち

は自分達に似ているか、等々、色々な質問を受けました

が、特に印象に残っているのは次のようなやりとりです。 

生徒「世界の寒極にいるという実感はありますか？」 

私「いいえ、今のところありません（笑）」 

 だって、せっかくヴェルホヤンスクまで来たのに、全然寒

くないんですからね（ちなみにこのとき、気温は-27℃）。そ

れともう一つ、この学校の持っている、圧倒的な「当たり前

のチカラ」が、この町の特別な印象をすっかり吹き飛ばし

てしまったせいでもあります。あなたたちの学校生活を見

ていると、寒極にいることを忘れそうになるんですよé。万

感込めて、「いいえ」と言ったんですが、きっとうまく伝わら

なかったでしょう。彼らにとっては全部当たり前のことを披

露しただけなんですから。まったく何てすばらしい。 

 なお、このインタビューから執筆された学校新聞の記事

は、インターネットの学校公式サイト上で公開されています

ので、誰でもご覧になれます。これくらい、当たり前ですよ

ねー。 

学校公式サイトトップ http://verkhoyan.narod.ru/  

記事 URL  

http://verkhoyan.narod.ru/gas/gas5.files/Page381.ht

m 

 この学校の正式名称は、「ノヴゴロドフ名称ヴェルホヤン

ス ク中 等 普 通 学 校 （ȮȱȼɁȺɋȹȽȶȬɋ ȽȼȱȰȹɋɋ 

ȺȭɅȱȺȭȼȬȳȺȮȬȾȱȷɈȹȬɋ ɄȶȺȷȬ ȴȸȱȹȴ 

ȸ.ȷ. ȹȺȮȯȺȼȺȰȺȮȬ）」といいます。校長のユムシャ

ノヴァ先生 にこの学校の概要を伺って、改めて驚いたの

ですが、なんと、生徒数は約300 人だそうです。多いとは

思っていましたが、そんなにいるとは。全11 学年、2 クラス

ずつで、計22 クラスあり、1 年生から5 年生までは、ヤク

ート語コースとロシア語コースが分かれていますが、6 年

生以上では統一されているそうです。（ちなみに、ロシアの

教育制度では、1 年生から9 年生までが義務教育で、日

本での小、中学校に相当します。10、11 年生は中等教育

で、こちらは日本での高校に相当します。） 

 それにしても、ヴェルホ

ヤンスクの総人口が1,300

人程度であることを思えば、

児童生徒数 300 人もの学

校を抱えるこの町の若年

層比率の高さは大したもの

です。日本では、ほとんど

全ての社会単位が、若さを

不可逆的に失いつつあり

ますが、ここでは事情が異

なるようですね。たくさんの

子供たちの下校風景のに

ぎやかなこと。そしてぽつり

ぽつりと家路につく姿のあたたかいこと！もはや自然に、

あたたかいなんて言葉が出るほど、寒極に込めた期待は

裏切られっぱなしです。 

 この後、私達は太陽をみるのです。      ＜つづく＞ 

※掲載写真は全て北海道新聞社大能記者による撮影 

 

 
19 00- 20 30  1  
19 00- 20 30   
 19 00- 20 30   

19 00- 20 30  3  
19 00- 20 30   

10 45- 12 15   
12 30- 14 00   

 
 
 
 

19 00- 20 30   
19 00- 20 30   
19 00- 20 30   
19 00- 20 30   

 

!! 

 

 

 

http://verkhoyan.narod.ru/
http://verkhoyan.narod.ru/gas/gas5.files/Page381.htm
http://verkhoyan.narod.ru/gas/gas5.files/Page381.htm


JICｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ第 166号 (1995年 5月 29日第 3種郵便物認可)                                   2011年 04月 10日発行(16) 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東北・関東大震災から早くも1 ヵ月。今でもニュースを

見るたび心が痛みます。自然の猛威は人間の力では

止める事はできません。ですが、被災した町を復興し、

人々に勇気や希望を与えるのは私たち人間なのです。

1 人ひとりの協力が大きな力となり、被災地の方が1 日

も早く落ち着いた生活を取り戻せるよう、心よりお祈りし

ております。          （JIC東京 白井 真理奈） 
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֗Ǻ֝♬ ǱǰǓǒǒȑȅǠƳ 

     

 

 

 

Ȣɱɓȧɟɶȵɥɱș₴ ᶥƲȅǦ ǵȢɗɱɆ КșȉȓǱǖǑᾴǘǞȅǠƳ 
Ǜ₁ ǵ ǲǶЊ̝ КșǑ ȑǋǦǞȅǠǵǮƲǛ ǖǧǜǋƳ̝ Ƕ ǮǠƳ 

 ᶮ ᵎ˧ ȹɱȽɶ 

ấ∟₰₦─║⃰≥←₰  1 4  ( 3 )  

ấ∟₰₦─  2  ( / 1 )  

ấ∆Ω⌂↕⌂₧  1┤  ( 2 )  

ấₒ≤₯₡₰⅍₦  1  ( 1 )  

ấₒ≤₯₡₰⅍₦  1 1┤  ( 2 )  

ấ→₯№⅍ ₪╒₰ 3  

ấ ₲└₿╒GEO 2  

 

4 JIC   

4 JIC    

4 JIC      

5 21 ( ) JIC   

6 11 ( ) JIC   

 

JIC  

 !!! 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

JIC  
 

 

 

- JIC ᶮ ᵎ˧ ȹɱȽɶǶ ҲǲӲҘǞǭǋȅǠ-  

7/7( )ȿɡɨɄȡȱɱȳɶɆ(P.2 ֓ ) 
ǜȅǵǛӲҘȏȔǞǖǑ ǋǋǦǞȅǠ! 

 
ȆȚǱǶǹǯȑǵ ǲ ǹǯȑǶȆȚǱǵ ǲ 

ӲҘǠȓǷˆȑ ǏȐȓȒ 
ǉǔȐȈȒǱ █ȓ ɉɁɛɱ!!!! 

 

ἶɵ ʹֺ ɏɱɓɪɁɆǶ JIC ǿ 
Ǜ ǖǧǜǋƳ ἶɵ Ǒ ǲ  

ЋɫȵȠɕɶȵȫɱӵ ǵӲҘ
ǲȏȑɘɄɩɔɩȮǲ ǜȓǦ
ἶ ǮƲ18 ʫ ǵ┴ КǮ Ǔ
ȖȓȅǠƳȠɁɆəɶɞǱ ᶪ

ǮǑҿȈǮǠƳȮɩɶɕɪɁȷɱƲ
1 ȏȑ֯ ƳḨ ǶəɶɞȷɄ
ȡ 2 ̂Ƴ ǶɏɱɓɪɁɆșǛ
ǖǧǜǋƳ 

ɅɩȶɡɶɲȡɱɵȢɱȷɄȡɄɣɶɆ 

Ή˲ɵȮɩɶɕɪɁȷɱƳɠȷȭ
ɭǯɘɄɩɔɩȮǲǉȑƲȢɱȽ
ɶɈȵɥɈɩǱ ᶪ ƳѧⱲ ȏ
ȑʣ ȅǮƳ2 ȏȑ֯ Ƴ
Ḩ ǶəɶɞȷɄȢ 2 ̂Ƴ
ǶɏɱɓɪɁɆșǛ ǖǧǜǋƳ 

 

ɨɅɱ Ʌɱɂ ȷȢȷǵ̝ ї ǵɫȵȠ ἶ  

 

ƤɫȵȠ ἶ  ( ˬɵẎ ȨɓȡȷƤ) 
ɫȵȠ ἶɵ ǵǑᵂֻǢɵǛ ǲꜘǟȅǠƳ 

Ǒ ǲǑ ǞǖǧǜǋƳ 

ˬ˗ҵ  ₳ 10 - 18  Ẏ ˗ҵ  ₳ 10 - 18   

Ħ˗ѼǲǛ˔ ǖǧǜǋ 

 


